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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

芳賀建設工業株式会社 

代表取締役 芳賀 錠二 

 

（２）所在地 

本社      神奈川県相模原市南区下溝６０６－２１ 

資材置き場   神奈川県相模原市南区下溝３０７７ 

 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  眞那子 可奈子   

ＥＡ２１事務局    高 田  かほる 

連絡先 電話  ０４２－７７８－２３６９ 

ＦＡＸ  ０４２－７７８－２６９５ 

ｅ-mail hagaken@hagaken.co.jp 

（４）事業活動の内容 

     １、総合建設業 

    ２、個人、共同住宅及び法人施設等の企画、設計、施工 

    ３、公共工事の施工 

    ４、住宅リフォームの企画、設計、施工 

    ５、不動産取引業、不動産の賃貸、売買、管理 

 

（５）事業の規模  

    ２０２３年度 

売上高 (百万円)     ５10 

工事件数 （件）      ３０１ 

従業員数 (人) １７ 

延床面積 (ｍ2)     ２４６．３７    

資材置き場（㎡）     １９８．７４ 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録対象組織 

本社、資材置き場 

（２）認証・登録対象活動 

本社及び資材置き場、工事現場で行う全ての業務 
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３．環境管理体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 
１、環境管理責任者の任命 

２、環境方針の制定 

３、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

４、環境経営システムの定期的見直し・指示 

５、経営における課題とチャンスの明確化 

６、社内情報の外部公開可否決定 

７、環境活動レポートの承認 

８、実施体制を構築し、各自の役割・責任及び権限を定め、全従業員に周知  

環境管理責任者 
１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、エコアクション２１の事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施  

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録の作成、整理 

７、環境活動レポートの確認 

ＥＡ２１事務局 
１、環境負荷の自己チエック及び環境への取組の自己チエックの実施 

２、環境目標、環境活動計画書原案の策定 

３、環境活動の実績集計 

４、環境活動レポートの作成 

部門責任者 
１、環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善  

２、環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 
１、環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する 

２、決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

代表取締役 

 芳賀 錠二 

   環境管理責任者 

眞那子 可奈子 

工事部・部門責任者 

   中倉 裕一 

 

本社・部門責任者 

   芳賀 葉子 

 

ＥＡ２１事務局 

   高田 かほる 
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４．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芳賀建設工業株式会社の環境方針 

＜環境理念＞ 

当社は建築工事等によって及ぼす環境への影響を社員 1 人 1 人が認識し、

継続的な環境改善により企業の社会的責任を果たすべく積極的に環境保全

と環境負荷低減に取組みます。 

 

＜行動指針＞ 

 

１、 二酸化炭素排出量の削減 

・省エネルギー活動により電気使用量及び燃料使用量の削減に 

努めます。 

２、 廃棄物の発生抑制 

・事業活動に伴い発生する廃棄物を抑制するとともに、建設廃棄物 

リサイクル率向上に努めます。 

３、 水使用量の削減 

・水の有効利用により水使用量の削減に努めます。 

４、 地域環境保全活動の推進 

・ＨＡＧＡＫＥＮクリーンアップ作戦を実施、継続に努めます。 

 ５、 環境教育の実施 

・会社、社会が求めていることに対する意識向上を図ります。 

 

※ 上記行動指針に基づき、環境目標を定め全従業員に周知します。 

環境関連法令・規制を遵守します。 

関係協力会社においても可能な限り協力を依頼し、共に活動します。 

 

 

２０２２年１２月１日 

芳賀建設工業株式会社 
代表取締役 芳賀 錠二 
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５．環境経営目標と環境経営目標の実績・評価 

 

 

環境目標 

 

項  目 

基準年 昨年度 実績 
評

価 
環 境 目 標 

年度実績 2022 年度 2023 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

１．二酸化炭素排

出量削減 

ＣＯ２総量 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
39,756 32,426 36,503 ○ 38,225 37,826 37,429 37,032 

①電力使用量の

削減（本社） 

電力使用

量（ｋＷｈ） 

2018 年度 

実績 
30,620 32,276 × 

対基準年

5％削減 

対基準年

6％削減 

対基準年

7％削減 

対基準年

8％削減 

28,334 26,917 26,634  26,351 26,067 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
13,430 14,514 15,299 × 12,759 12,624  12,490 12,356 

②電力使用量の

削減（現場） 

電力使用

量（ＫＷｈ） 

2018 年度 

実績 
1,481 1,954 ○ 

対基準年

5％削減 
対基準年

6％削減 
対基準年

7％削減 
対基準年

8％削減 

7,442 7,070 6,995 6,921 6,846 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
3,527 702 926 ○ 3,351 3,315 3,280 3,245 

③ガソリン使用量

の削減 

（本社・現場） 

ガソリン 

使用量（Ｌ） 

2020 年度 

実績 
7,418 8,483 ○ 

対基準年

3％削減 
対基準年

4％削減 
対基準年

5％削減 
対基準年

6％削減 

9,827 9,532 9,434 9,336 9,237 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
22,799 17,209 19,680 ○ 22,115 21,887 21,659 21,431 

２．廃棄物排出量

の削減（本社） 

廃棄物排

出量 Ｋｇ 

2019 年度 

実績 
  466   456 ○ 

対基準年 

5％削減 

対基準年 

6%削減 

対基準年 

7%削減 

対基準年 

8％削減 

618 587 581 575 569 

３．水使用量の削

減（本社・現場） 

水使用量 

㎥ 

2020 年度 

実績 
  118 169 ○ 

対基準年

3％削減 
対基準年

4％削減 
対基準年

5％削減 
対基準年

6％削減 

177 172 170 １68 166 

４．化学物質の 

適正管理（現場） 
化学物質

適正管理 
━ 適正管理 適正管理 ○ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

５．建設廃棄物リサ

イクル率向上(現場) 

リサイクル

率 ％ 
100％ 100％ 100％ ○ 

99％を 

維持 

99％を 

維持 

99％を 

維持 

99％を 

維持 

６．地域環境保全

活動の推進 

清掃活動

の実施    
1 回/月 1 回/月 1 回/月 〇 1 回/月 1 回/月 1 回/月 1 回/月 

７．環境教育の実

施 

取組・経過

確認共有 

意識向上 

━ ━ 1 回/月 ○ 1 回/月 1 回/月 1 回/月 １回/月 

※購入電力のＣＯ２排出係数は０．４７４Ｋｇ－ＣＯ２を使用  

※ＬＰＧ、灯油は極少量のため目標に入れない。但し使用量があった場合は実績に参入する。 



 7 

5. 環境経営目標のこれまでの実績（2018 年～2023 年） 
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5.環境経営目標のこれまでの実績（2018 年～2023 年） 月別 

 

 

月別にみると、どの年も 

5 月 6 月 10 月が比較的 

少なくなっており、エア

コンに頼らない時期は使

用量も減っていることが

わかる。 

 

現場電力使用量は、変動

が激しく、傾向が読みづ

らいことが見て取れる。 

ガソリン使用量は比較的

どの年も変動が少ない。 

2019 年度のみ、普段の倍

近い使用量があったこと

が明白になった。 
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例年大掃除を行う 11 月

は、普段よりゴミの量が

増えている。 

年を追うごとに減少傾向

にあり、活動の成果が表

れている。 

 

突出しているのは 2018

年が多い。 

仕事量との兼ね合いで一

概には言えないが、2023

年はどの月も抑えられて

いる。 

使用量が 2 倍近く跳ね上

がった 2021 年を除き、

使用量は安定している。 
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６．環境経営計画、環境経営計画に基づき実施した取組内容（１） 

No. 環境経営計画 環境経営計画に基づき実施した取組内容 関連 SDGｓ 

１ 

二酸化炭素排出量削減 二酸化炭素排出量削減  

① 電力使用量の削減（本社） 

・使用していない照明やパソコンを消すことによる 

電力使用の抑制 

・冷暖房の温度の設定管理（夏２７℃冬２１℃）と 

エアコンの清掃（1 回/3 か月） 

①電力使用量の削減（本社） 

② 電力使用量の削減（現場） 

・消灯係やパソコンチェック係を決め、使用して 

いない照明やパソコンを消すことを徹底した。 

・空調機に冷暖房の温度の設定管理（夏２７℃ 

冬２１℃）を添付し設定温度を徹底した。 

エアコンの清掃は、３ヶ月に 1 回実施した。 

 

 

③ 電力使用量の削減（現場） 

・使用していない照明やパソコンを消すことによる 

電力使用の抑制 

・冷暖房の温度の設定管理（夏２７℃冬２１℃）と 

エアコンの清掃（1 回/3 か月） 

③ガソリン使用量の削減（本社、現場） 

・エコドライブの徹底 

・適正な車両の整備（１ヶ月に１度） 

 

④ ガソリン使用量の削減（本社、現場） 

・エコドライブ１０の推進のパンフレットを全ての自

動車に備え付け、エコドライブの徹底を図った。 

・チェックリストを作成し、月末に適正な車両の 

整備（１ヶ月に１度）を行った。 

・安全運転講習を行った。 

 

２ 

廃棄物排出量の削減（本社） 

・コピー用紙の裏紙利用 

・廃棄物の分別の徹底 

・排出量の測定 

・コピー用紙の保管場所を定め、裏紙利用を 

徹底した。 

・廃棄物の分別を明記し、ゴミ収集日には 

排出量の測定を行った。 

・工事現場で排出する廃棄物は、分別を徹底し、 

99％以上は再資源化に排出した。 

 

３ 

節水の推進（本社、現場） 

・節水意識の喚起 

・節水表示の設置 

 

・各水栓に節水表示を設置した。 

 

 

４ 

化学物質使用量の削減（現場） 

・化学物質使用量の把握 

・化学物質の適正管理（酸化性物質、一般的な混触

禁止物質との混触を避ける） 

・現在使用している製品にＰＲＴＲ制度対象化 

物質は含まれていなかった。 

・購入量の把握をした。 

 

5 

建設廃棄物リサイクル率向上（現場） 

・産業廃棄物分別の徹底 

・マニフェストの確実な発行 

・産業廃棄物の分別の徹底を図った。 

・マニフェストを確実に発行した。 

 

 

 

 

 

6 

地域環境保全活動の推進 

・ＨＡＧＡＫＥＮクリーンアップ作戦の実施 

毎月１回、会社周辺及び原当麻駅周辺のゴミ拾い・ 

草むしりを行う 

・毎月１回の清掃活動を行った。  

7 

環境教育の実施 

・毎月の全体会議で現状の結果を確認 

社内で状況を共有する 

・毎月 1 回の情報共有を行った。 

・お客様にも環境に配慮した商品をご案内できる

よう、商品勉強会を行った。 

・さがみはら SDGｓパートナーとなった。 
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  ６．環境経営計画、環境経営計画に基づき実施した取り組み内容（2） 

 

・ＨＡＧＡＫＥＮクリーンアップ作戦の様子          

   

 

 

 

 

・勉強会の様子 

   

今年で８年目を迎える、周辺地域のゴミ拾い。 

「HAGAKEN クリーンアップ作戦」を毎月１回行っております。 

今年度より範囲を少し広げて行っています。 

 

弊社や横浜ショールームで、新商品について学びを深めました。 

実際のシャワー商品も体感し、省エネの観点からもお客様に訴求

できるようになりました。 
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７．環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画 

環境活動計画 

2022 年 11 月～2023 年 10 月 2023 年 11 月～2024 年 10 月 

取組結果 評価 次年度の環境経営計画 

１． 二酸化炭素排出

量削減 
前年に引き続き、目

標達成となった 

 

○ 

・今年度も目標達成となったが、目標修正の決

断は次年度の結果次第で行う 

・引き続き、協力会社含め全社員に周知徹底

に努める 

① 電力使用量削減（本社） 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

前年同様目標未達と

なった。記録的な暑

さが原因かと思われ

る 

 

× 

・使用していない照明やパソコンを消すことによ

る電力使用の抑制 

・冷暖房の温度の設定管理（夏２７℃ 

冬２１℃）とエアコンの清掃（３ヶ月に 1 回） 

・次年度の目標修正が必要か検討の余地あり 

② 電力使用量削減（現場） 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

使用量が前年とほぼ

変わらず 

物件が少ないことが

影響している 

 

○ 

・電力使用の抑制・声掛け 

・冷暖房の温度の設定管理 

・協力会社にも周知徹底 

・次年度より完工高に合わせた目標に修正 

③ 燃料 (ガソリン)使用量削減
（本社、現場） 

・エコドライブの徹底     

・車輛の点検整備 

目標達成となった

が、前年度よりは増

加している 

 

 ○ 

・エコドライブの徹底 

・適正な車両の整備（１ヶ月に１度） 

・可能な現場へは乗り合わせて移動する 

２．廃棄物排出量削減（本社） 
・コピー用紙の裏紙利用 

・排出量の測定 

毎年順調に排出量

を減らせている  ○ 

・排出量測定の徹底を図る 

・裏紙再利用の徹底 

・廃棄物の分別の徹底 

 

３．水使用量削減（本社、現場） 

・節水意識の喚起 

・節水表示設置 

目標も適正となり、ギ

リギリ達成となった 
○ 

・節水意識の喚起 

 

 

４．化学物質使用量削減(現場) 

・使用量の把握・適正管理 

適正管理を実施 
○ 

・現在使用しているものに、PRTR 制度対象化

学物質は含まれていないが、今後も適正に管

理していく 

５．建設廃棄物リサイクル率の向

上（現場） 

・産業廃棄物分別の徹底 
・マニュフェストの確実な発行 

100％維持で目標

達成 

 

○ 

・引き続きリサイクル率向上に取り組む 

・副産物分別の徹底 

・マニュフェストの確実な発行 

６．地域環境保全活動の推進 

・ＨＡＧＡＫＥＮクリーンアップ 

作戦の実施 

今年度より回る範

囲を広げ、毎月清

掃活動を行った 

○   
・引き続き取組を継続する 

・ 

７.環境教育の実施 

・全体会議での情報共有 

毎月 1 回の情報共

有。製品勉強会の

開催 

○ ・毎月の全体会議でエコアクションの取組・経

過を確認し、全員で情報を共有する 

・さがみはら SDGｓパートナーに登録 

○：目標達成、×：目標未達 
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

承認 確認者 

芳賀 眞那子 

 

適用環境関連法

規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、 

産業廃棄物（汚泥、金属クズ、廃プラ、廃油等）

の適正処理 

マニュフェストの交付 

産業廃棄物管理票交付状況報告書の提出 

 

 

○ 

２０２３年 

１２月 １日 

フロン排出抑制

法 

第一種特定製品の管理  

○ 

12 月 １日 

相模原市廃棄物

の減量化・資源

化及び適正処理

等の推進に関す

る条例 

 

減量化、再資源化 

一般廃棄物の処理 

 

 

 

 

 

 ○ 

1２月 １日 

建設リサイクル法 特定建設資材のリサイクル  ○ １２月 １日 

自動車リサイクル

法 

使用済み自動車の適正処理 ━ 1２月 １日 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の廃棄時適正処理 ━ 1２月 １日 

小型家電リサイク

ル法 

使用済み小型電子の廃棄時適正処理 

 

━ 1２月 1 日 

騒音規制法 騒音規制基準の遵守 ○ 1２月 １日 

振動規制法 振動規制基準の遵守 ○ 1２月 １日 

神奈川県生活環

境の保全等に関

する条例 

規制基準の遵守（騒音・振動） 

アイドリングストップ 

○ 1２月 １日 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

特定地域における使用車両の窒素酸化物、排

出基準に適合 

○ 1２月 １日 

建築物省エネ法 建築物の適合義務、届出義務 ━ 1２月 １日 

大気汚染防止法 石綿含有建築材料に関する法規制 ○ 12 月 1 日 

━  取組期間中は該当しない。 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり 

ませんでした。なお、過去 3 年間、関係当局よりの違反等の指摘はありません。 
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 

（１）全体評価 

今年で 6 年目となるエコアクション 21 認証取得に向けた取り組みだが、 

毎月の情報共有や喚起により、社内全体の意識は高まり、より一人一人が節電・節

水に意識を向けていると感じる。 

ここからさらに目標を達成していくためには、さらなる意識と行動が必要になるので、 

社をあげて取り組んでいきたい。 

扱う商品にも環境に配慮したものが増え、勉強会を実施した。 

これらの商品の価値を学び、お客様に訴求していくことも SDGｓにつながるのではな

いかと思う。 

今後もこのような勉強会には力を入れていきたい。 

 

［ 各項目別に見ると ］ 

①  二酸化炭素の排出量削減を達成。 

  前年に続き、本社の電気使用量のみ目標未達となった。 

今年も尋常ではない暑さが続き、エアコンの使用量、設定温度を下げての使用が 

増えたことが原因ではないかと思う。目標未達となってしまったが、体調管理を第一 

に考えれば、仕方のない面もある。 

次年度は目標修正するかは、結果次第で検討したい。 
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現場電力使用量及びガソリン使用量については、今年も目標達成となった。 

ガソリン使用量は、昨年より上回ってしまったが、今後もエコドライブの徹底に努め

たい。 

引き続き協力会社にも情報の共有を図りながら、次年度も目標達成を目指したい。 

 

②  一般廃棄物総排出量は、毎年順調に減少し、目標達成となった。 

分別の徹底と細かな計量で、意識付けに繋がっている。来年度もこの調子で 

削減に努めたい。 

 

③  水使用量は、例年並みに戻り、目標達成となった。 

目標値が適正になったことで、より明確に節水の意識がもてるようになった。 

   

④ 建設廃棄物リサイクル率は、今年度も目標達成となった。 

今後も目標は変えず９９％を維持していくよう引き続き取り組んで行きたい。 

 

⑤  毎月の地域清掃、全体会議での情報共有は達成できた。 

今年度より「さがみはら SDGｓパートナー」として活動を開始した。 

社内だけにとどまらず市内の参加会社などとも情報の共有を図りたい。 


